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教 育 研 究 業 績 書 
２０１０年 ３月３１日  

氏  名    宮 入  小 夜 子 印  

研  究  分  野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

経営学 

（組織変革に関する実務） 

 

組織心理、組織行動、組織変革、組織風土改革 

 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概        要 

１ 教育方法の実践例 

 

 ①「企業研究会」実施による経営に対する実践的体

験および理解 

 

 

 ②「組織変革事例研究発表」 

 

 

 

2005 年 4月以前より

毎年夏休みに実施 

 

 

2005 年 4月以前より

毎年大学祭で発表 

 

 

・ゼミ生を中心に、中堅企業数社を訪問し、

経営者・創業者から直接経営に関して話を聴

くことにより、経営に関する理解を深める。

 

・企業経営者やトップマネジメントによって

組織がどのように変わったのかを、実在の企

業や組織を事例として分析し、展示発表する。

 

２ 作成した教科書，教材 

 

①「組織心理学」教材 

 ②「組織運営論」教材 

 ③「ISL 光学機器」（ケース） 

 ④「キャリアプランニングⅣ」教材 

 ⑤「キャリアプランニングⅡ」補助教材 

 ⑥「組織風土と企業変革」テキスト 

 ⑦「経営学」教材 

 

 

 

2005 年 4月 

2005 年 4月 

2006 年 2月 

2008 年 4月 

2008 年 10月 

2009 年 2月 

2009 年 7月 

 

 

 

 

企業変革事例のケーススタディ用教材 

 

 

放送大学集中講義教材 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

 

  学生による授業評価 

 

 

 

2008 年前期 

2008 年後期 

 

2009 年前期 

2009 年後期 

 

「組織運営論」 

「組織運営論」「組織心理学」「経営コンサル

ティング」 

「組織運営論」「組織心理学」 

「組織運営論」「組織心理学」 

・毎回、授業に対する評価項目に関しては、

すべて全体平均を上回った評価を得ている。

 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

 

◇ISL セッション （管理職リーダー研修） 

 

 

 

◇横浜市交通局「CS 推進担当者研修」およびコンサ

ルティング 

◇JR 東日本「チャレンジセーフティ(CS)運動推進担

当者研修」 

◇JR東日本東京工事事務所「安全フォーラム」講演

 

 

◇JR東日本大宮支社「安全フォーラム」講演 

◇JR東日本八王子支社「CS研究会」講演 

◇JR東日本新潟支社「安全フォーラム」講演 

◇JR 東日本「チャレンジセーフティ運動推進担当者

研修」 

◇横浜市交通局「CS推進担当者研修」 

◇ISL セッション （管理職リーダー研修） 

◇JR東日本チャレンジ・セイフティ運動研究会講演

◇千葉県市監査委員協議会上級研修会  

 

 

2005 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2006 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・｢ISL 光学機器プリンター事業部｣ケースス

タディによる組織風土改革プロセスと変革型

リーダーシップについて大企業幹部（部長ク

ラス）対象の講義 

・横浜市営交通における顧客満足向上のため

の組織づくり支援および推進リーダーの養成

・ＪＲ東日本における安全文化構築のための

しくみづくりと各支社の推進リーダー養成 

・ＪＲ各支社における安全への取組みのため

の職場風土改革の基本的な考え方、方法論の

啓蒙 

 

（以下、同様内容にて継続、展開） 

 

 

 

 

 

 

・千葉県下各市の監査事務局担当者向け、「不

祥事が起きやすい組織風土について」講演 



 

 
事項 年月日 概        要 

◇JR東日本千葉支社「CSフォーラム」講演 

◇JR東日本長野支社「安全フォーラム」講演 

◇JR東日本水戸支社「安全フォーラム」講演 

◇JR 東日本「チャレンジセーフティ運動推進担当者

研修」 

◇横浜市交通局「CS推進担当者研修」 

◇ISL セッション （管理職リーダー研修） 

◇JR東日本千葉支社「CSフォーラム」講演 

◇JR東日本新潟支社「CS研究会」講演 

◇JR 東日本「チャレンジセーフティ運動推進担当者

研修」 

◇JR東日本八王子支社「CS研究会」講演 

◇JR東日本水戸支社「安全フォーラム」講演 

◇JR東日本横浜支社「CS推進担当者研修」 

◇JR東日本新潟支社「CS研究会」講演 

◇横浜市交通局「CS推進担当者研修」「責任職研修」

 

◇JR東日本「安全シンポジウム」パネルディスカッ

ション 

◇商船三井グループ役員研修 

 

 

 

◇ISL セッション （管理職リーダー研修） 

2007 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・CS リーダー支援及び業務を通した CS 向上

のためのマネジメントについての管理職研修

・現場力を高め、安全文化を構築するための

各界有識者からの意見を紹介 

・商船三井のグループ会社役員が自社の組織

風土についてのアンケート調査結果を分析

し、組織課題の明確化と変革リーダーシップ

について学ぶ 

 

◇JR東日本「安全シンポジウム」 

 

 

◇横浜市交通局「CS推進担当者研修」「責任職研修」

 

◇JR 東日本横浜支社「安全活動推進担当者（助役）

研修」 

◇東京電力福島第一原子力発電所・ビジョン策定プロ

ジェクト支援 

 

2009 年 

 

・現場力を高め、安全文化を構築するための

各界有識者によるパネルディスカッションを

コーディネート 

・CS リーダー支援及び業務を通した CS 向上

のためのマネジメントについての管理職研修

・現場の安全活動を推進する管理者としての

リーダーシップの在り方について講義 

・新 5 カ年ビジョン策定プロジェクトのチー

ムビルディングとビジョン策定プロセスの支

援 

 

５ その他 

 

特になし 

 

 

 

 

 

 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概        要 

１ 資格，免許 

 

 特になし 

 

 

 

 

 

 

２ 特許等 

 

 特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

事項 年月日 概        要 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

 

◇東京都教職員研修センター評価委員 

 

 

 

 

◇柏市行政改革推進委員会副会長 

 

 

 

 

◇横浜市交通局経営委員 

 

 

 

2005 年 4月以前～ 

現在 

 

 

 

2005 年 4月～2007 年

8月 

 

 

 

2006 年 8月～2009 年

7月 

 

 

 

年 3 回、東京都の教職員研修センターの研修

体系、研究活動および重点課題について委員

として助言し、各課の取り組み成果に対して

評価を行う。 

 

年６～10回、行政改革の方針を柏市行政改革

大綱をとりまとめ、各課から提出された集中

改革プランについて吟味し、市長に対して提

言を行った。 

 

年 3 回、交通局の経営状況と取り組みについ

て報告を受け、審議し、改善型公営企業とし

て経営改善のための助言を行ってきた。 

 

４ その他 

 

 特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 概        要 

（著書） 

1 「身の回りからはじ

める職場改革術」 

 

 

 

 

 

 

 

2 「福祉マネジメント」 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

2007 年 6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007 年 8月 

 

日本経団連出版 

 

 

 

 

 

 

 

 

エルダーサービス 

 

 

 

 

 

若手管理職、現場リーダー向けに、自ら

の行動を通じて半径 5メートルの職場を働

き甲斐のある風土に変えるための 30のヒ

ントを紹介した。全社的な組織変革や業務

改革ではなく、日々の部下との関り方やコ

ミュニケーションのとり方など、自分の権

限や立場で変えられることを事例を交えて

提起した。 

 

病院経営者、福祉施設経営者に対してさ

まざまな角度からマネジメントに役立つ知

識や考え方をそれぞれの分野の専門家が分

担して著した本。 

「組織風土改革塾」の章で、施設のマネジ

ャーがどのように顧客満足を高める自律的

な職員を育成する職場風土をつくっていく

かについて述べたもの。(pp.53～66) 

（安田佳生、芳賀祥泰、松田晋哉、田口佳

史、中野敬一、田尾正行、他 6名） 

 

（学術論文）     

1 【原著論文】｢組織風

土の特性尺度の開発

と活用～企業変革に

おける組織風土特性

尺度の活用の可能性

について｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 【報告・資料】「行政

組織における組織風

土改革実態調査報

告」 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

2006 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2009 年 

日本橋学館大学 

紀要第 6号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本橋学館大学 

紀要第 9号 

 

 

 

 

 

組織の風土的な特性を明らかにし、企業

変革において実現を促進するような組織風

土のあり方について課題を明確にするため

の測定尺度を開発することを目的とした。

2002 年と 2006 年にＸ社を対象に行われた

組織風土調査の結果、①経営層や経営方針

に対する信頼度、②上司のマネジメントに

対する信頼度、③職場の活性度、④自己の

自律度、に関係する因子が抽出された。2002

年および 2006 年の尺度得点の平均値を比

較するとＸ社においてその後の組織風土改

革的な取り組みを通して、ほとんどの因子

項目に関して改善された様子が伺えた。ま

た、部門別の組織風土特性を把握すること

によって、業務課題と組織風土面の課題に

ついて組織メンバーが関連を認識し、変革

の取り組みの動機となる可能性を示唆する

ものと考えられた。 

 

行政組織における行財政改革において、

風土改革の捉え方や仕組みの現状を把握

し、どのような要因が行政組織の変革の課

題になっているかを明らかにするために、

2009 年 7月に全国の自治体（人口１万人以

上の 1362 団体）を対象に行なった。調査結

果からは、自治体（地域）と行政組織（役

所）の境界線が不明確で、両者を混同して

いるために、職員個人の意識改革という認

識に止まり、組織風土改革の認識や重要性

はほとんどされていないという発見があ

り、組織風土改革にあたり、首長のリーダ

ーシップによる組織ビジョンの明確化が重

要であるとの示唆を得た。 
 

 

 

 



 

 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 概        要 

（その他）     

1 「変革を行うときに

ぶつかる壁と、その

対応策（二つのケー

ス）」  

 

単著 

 

 

 

 

 

2006 年 8月 

 

 

 

 

 

(財)国際ビジネスコミ

ュニケーション協会 

『グローバルマネジャ

ー』VOL.22 IIBC, p.16

 

 

企業の改革担当者からの質問への回答と

して、変革の局面において２つのアプロー

チ～ハードアプローチとソフトアプローチ

～のそれぞれの特徴を紹介し、本質的な変

革を実現するためには組織の制度や構造面

だけの変更では変革成果が得にくいことを

指摘。改革の必要性や方向性に対する組織

構成員の納得感と、変革の阻害要因となる

無意識的な共通の判断基準や行動パターン

について認識し、対話を通じて変革課題を

共有化していくことが重要であることを述

べた。 

 

2 「組織風土変革塾」

（連載） 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

2006 年 7月～  

    2007 年 6月

 

 

 

 

エルダーサービス 

『介護塾』(隔月刊) 

 

 

 

 

病院経営者、福祉施設経営者向けの雑誌

に経営者としてどのように顧客起点の価値

観を組織に根付かせるか、顧客満足を高め

られる職員を育てることができるか、ポイ

ントを紹介した。病院や福祉施設において

専門職としてサービス提供者となるメンバ

ーの自律性を高めるためには、経営者や管

理者がビジョンを示し、なぜ重要かを自分

の言葉で語り、自分で考えて行動するため

に職場全体で対話しながら納得感を高め、

信頼と協力し合う体制をつくっていくこと

が重要である。 

 

3 「柏市の集中改革プ

ラン実行に対する

モニタリング活動

結果報告書」 

 

単著 2008 年 12月 柏市行政改革推進委員

会 

柏市行革委員会で実施した一連のモニタ

リングとアンケート調査結果を参考に、行

政改革において外部の第三者によるモニタ

リングが改革実行のためにどのように有効

か、また、どのように改革の実効性を高め

ることができたのかについてまとめ、柏市

に報告した。従来の行政組織においては、

計画を作ること自体が目的化し、実行に至

る前の検討で終わることや、明確な目標設

定や成果の定義がされずにいることが多か

った。今回、外部に対してこれらの点を明

確にすることで、改革の実効性を高めるた

めの職員意識の向上が見られた。 
 

 


